
●新計画の施策展開の体系（案） 

 

 

注）SDGs（Sustainable Development Goals）：持続可能な開発目標 2015年の国連総会で採択された「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」に掲げられている、2016年から 2030年までの国際目標 17の目標とそれら

に付随する 169のターゲットから構成されており、環境・社会・経済の 3つの側面を統合的に解決する考え方が強調されている 
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⑥気候変動に適応したまちづくりの推進 

①再生可能エネルギーの普及拡大 
②省エネルギーの促進 地球温暖化対策に取り組み、 

気候変動に備えるまち 基
本
目
標
２ ③交通対策による低炭素化 

④低炭素なまちづくりの推進 
⑤水素社会実現に向けた取組 地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

基
本
目
標
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①環境のひとづくり 
②連携・協働の仕組みづくり 

環境にやさしいライフスタイルを広げるまち 
③環境ビジネスの推進 

①里山環境の保全 自然環境 基
本
目
標
１ ②生物多様性の保全 

③まちのみどりの保全・創出 

基
本
目
標
４ ①ごみ減量と再資源化の促進 

ごみを減らし、資源の循環に取り組むまち ②環境に配慮したごみ処理の促進 

基
本
目
標
３ ①健康・快適な環境の保全 

安全・安心を維持し、快適に住み続けられるまち ②美しいまちづくりの推進 

豊かな自然と人が共生するまち 

気候変動適応計画 
地球環境 

生活環境 
廃棄物 
環境保全 

※SDGs 注）で定められている 17のゴールのうち関連性の高いゴールを表示 
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